
衣替えも終わり、梅雨入りももうすぐです。手洗いなど身の回りの衛生には十分気をつけましょう。ま
た、6月は食育月間です。6月4日からは歯と口の健康週間が始まります。食べ物の入り口になる歯と口の
健康は身体全体の健康にとても密接なつながりがあります。6月10日からは地場産給食週間も始まります。
地元の食材や食文化に触れ、理解を深めましょう。

「食」という漢字をよく見ると、「人を良
くする」とも読めます。現在の日本は豊かで
食べるものに困ることは少ないです。しかし、
朝食欠食などの食習慣の乱れ、アンバランス
な栄養摂取、誤ったボディイメージによるダ
イエットや怪しげな情報から健康を損なって
しまう心配もあります。また「孤食」などに
よる心への影響もあります。
食育は、子ども達が食に関する正しい知識

と自己管理能力を身につけ、生涯にわたって
心豊かに健康で暮らしていくため、ますます
重要になっています。6月は「食育月間」で
す。それぞれの「食」を見直し、その大切さ
について改めて考えましょう。

岩国市立美和中学校

カルシウムの摂取は歯の形
成に大きく関わります！
健康な歯で良く噛んで食べ
ましょう！



①衛生的に素早く配り、味わって食べられる食事時間を確保する。

②給食時間は食トレタイム！適正量を学び、しっかり食べよう！

今年度は、この２点を目標にして、みんなで給食時間をより良い時間にしていきましょう！

山口県では年3回（6月、11月、1月）「地場産給食週間」を実施しています。
この週間では、学校給食に山口県内で生産された食材をたくさん取り入れています。また「おおひら」

や「けんちょう」など県内各地で食べ継がれている郷土料理も出てきます。
地場産給食週間では、子ども達により身近に、実感を持って地域の食や食文化について理解を深め、食

料の生産、流通に関わる人々に対する感謝の気持ちを抱くことができます。また、地場産物の活用は、生
産地と消費地との距離が縮減されることにより、その輸送に係る二酸化炭素の排出量も抑制されるととも
に、流通に要するエネルギーや経費の節減等環境負荷の低減にも役立っています。SDGsの観点からも有
効です。このような理由から、学校や地域において、地場産物を学校給食で活用する取組が積極的に進め
られています。

これからの時期はだんだんと気温が高
くなり、熱中症のリスクが高まります。
熱中症は悪化すると命に関わる危険なも
のです。自分の命を危険にさらさなくて
すむように、熱中症にならないための工
夫をしていきましょう。身体の中の水分
は汗や尿、蒸発などによって1日2.5L排
出されます。それを補うために飲料水と
して1.2Lを目安にしてとるようにしま
しょう。飲み物の種類は激しい運動でな
ければ水やお茶で十分です。「のどが渇
いた」と感じたときにはすでに脱水の症
状が出始めているので、のどの渇きを感
じる前にこまめに水分補給をしましょう。
「自分の命は自分で守る」ために、熱中
症予防をしっかりとしていきましょう！
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献立表でも地場産給食週間についてお知らせしています。太字は地場産食材です。また、保健委員会で
も地場産給食週間について紹介する予定です。
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